
。中日新2015 年（平成27年） 6月 25 日（木曜日 〕厚手1.§}F-J-干’ー~』ー明司，
」玉手乙さ素吉

二
O
二
O
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
主

会
場
に
な
る
新
国
立
競
技
場
（
東
京
都
新
宿
区
）
の
建
設

で
、
文
部
科
学
省
な
ど
と
施
工
予
定
の
ゼ
ネ
コ
ン
二
社
管

が
、
総
工
費
二
干
五
百
二
十
億
円
で
契
約
す
る
方
針
を
決

静

め
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

基
本
設
計
時
の
千
六
百
二
十
五翠

億
円
か
ら
約
九
百
億
円
膨
ら
ん
だ
が
、
め
ど
が
立
っ
た
財

藍

源
は
、
国
の
税
金
（
国
費
）
な
ど
五
百
億
円
程
度

。

文
科
璽

省
が
都
に
負
担
を
求
め
る
五
百
億
円
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
喧

じ
の
売
り
上
げ
を
活
用
し
て
も
、
当
面
見
込
め
そ
う
な
財
型

源
は
合
計
約
千
四
百
億
円
で
、
一
千
億
円
以
上
が
不
足
す
握

る
。

（
山
口
哲
人
、
沢
田
敦
）

H

核
心
＠
関
連
＠
主
意
面
盟

文
科
省
と
、
所
管
す
る
事
業
一
本
の
デ
ザ
イ
ン
は
維
持
す
る

。

主
体
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
一
着
工
は
予
定
通
り
今
年
十
月
の

ン
タ
l

〈J
S
C

）
は
月
内
に
一
方
針
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

も
、
大
成
建
設
冶
竹
中
工
務
店
一
ッ
プ
（

W
杯
）
の
開
催
半
年
前

と
正
式
合
意
し
、
七
月
上
旬
ま
一
に
当
た
る
、
一
九
年
三
月
の
完

で
に
契
約
す
る。
屋
根
を
支
え

一成
を
目
指
す。

る
二
本
の
巨
大
アl
チ
な
ど
基

一

デ
ザ
イ
ン
の
実
現
性
な
ど
見

白酒田’幽函詔誌議議議；！'rk
新国立競技場のイメージ＝日
本スポーツ振興センター提供

通
し
の
甘
さ
か
ら
大
幅
な
コ
ス

ト
増
と
な
っ
た
こ
と
に
、
批
判

が
高
ま
る
の
は
必
至
だ
。

政
府
は
財
源
と
し
て
国
費
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
「to
t

o

」
の
売
り
上
げ
の
5%
、
都

の
負
担ー
を
当
て
込
む。
国
費

分
は
、
総
工
費
の
枠
外
の
解
体

費
な
ど
も
含
め
、
計
三
百
九
十

一
億
円
を
充
当
。

E
o
t
o

は

＝
厚
度
に
関
連
法
が
改
正
さ

れ
、
毎
年
度
の
売
り
上
げ
の
5

%
（
年
間
五
十
数
億
円
）
を
建

設
費
に
投
入
す
る。

一
三
、
一

四
年
度
分
で
計
百
九
億
円
で
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
、
現
時
点
で

め
ど
が
立
っ
て
い
る
財
源
は
計

約
五
百
億
円
に
す
ぎ
な
い
。

財
源
が
大
幅
に
不
足
す
る

中
、
文
科
省
は
都
に
五
百
億
円

の
負
担
を
要
請
。

契
約
締
結

後
、、

都
と
の
揖
議
を
本
格
化
さ

せ
る。
今
月
二
十
九
日
に
は
東

京
五
輪
大
会
組
織
委
員
会
の
調

整
会
議
が
都
内
で
聞
か
れ
、
文

科
省
は
こ
の
席
上
、
総
工
費
の

増
額
に
つ
い
て
、
組
織
委
の
森

喜
朗
会
長
や
東
京
都
の
舛
添
要

一
知
事
に
報
告
す
る
。

こ
の
他
、J
S
C

が
選
手
強

化
な
ど
の
た
め
に
使
う
「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
」
の
政
府
出
資

開
閉
屋
根
別
に
削
億
円
超

to toの売り上げの5%
毎年度50億円超
(2015年度以降） ‘

東京都に負担要情
500億円

to toの売り上げの5%
55億円 （2014年度）
54億円 （2013年度）

スポーツ振興基金
取り崩し、
J25億円

国費
391 傭円

1
6
2
5

傭
円
（
基
本
誼
計
で
の
総
工
費
）

総
工
費
2
5
2
0

億
円
で
契
約
へ

資材・人件費
高騰の懸念も

政
府
と
ゼ
ネ
コ
ン
が
合
意
し
た
二
千
五
百
二
十
億

円
に
は
、
設
置
が
五
輪
後
に
先
送
り
さ
れ
た
開
閉
式

屋
根
の
費
用
は
含
ま
れ
な
い
。

政
府
関
係
者に
よ
る

と
、
屋
根
の
設
置
に
は
別
途
、
百
数
十

億
円
が
必
要
だ

が
、
ど
こ
が
負
担
す
る
か
や
財
源
は
未
定
と
い
う
。

他
に
も
、
消
費
税
増
税
や
物
価
上
昇
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
需
要
な
ど
に
よ
る
資
材
質
や
人
件
費
の

高
騰
が
続
け
ば
、
費
用
は
さ
ら
に
膨
ら
む

。

難
工
事

が
予
想
さ
れ
る
巨
大
ア
！
チ
で
も
追
加
費
用
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

分
の
一
部
、百
二
十五
億
円
切

取
り
崩
し
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。

t

o

t
o
の
売
り上
げ
を

財
源
に
充
てる
期
間
は
、
「
当

分
の
聞
」
とな
っ
て
い
る
。

仮

に
今
後
二0
年
度
ま
で
の六
年

分
を
充
て
る
と、
約
三
百
億
円

強
に
な
る
見込
み
だ
。

文
科
省
と
財務
省
は
士
』
れ

以
上
の
経
費
は原
則
、
国
費
以

外
で
賄
う
」
こと
で
合
意
して

い
る
。

超
党
派の
国
会
議
員で

つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
議
員
連
盟

か
ら
は
、
売り
上
げ
の
5
%
を

叩
%
に
変
え
よ
う
と
い
う
意

見
や
、
く
じ
を野
球
に
も
広げ

る
案
が
出
て
い
る
が
、
二
千

五
百
億
円
の捻
出
は
容
易で
は

な
い
。

財
源
が
不
確
実
な
ま
ま見
切

り
発
車
した
巨
大
な事
業
の
ツ

ケ
は
、
都
民や
国
民
に
因さ
れ

る
懸
念が
強
ま
っ
てい
る
。

側
億
円
負
担
要
請

「
話
聞
い
て
か
ら
」

舛
添
都
知
事

東
京
都
の
舛添
要
一
知
事
は

二
十
四
日
午
後
、
報
道
陣
の
取

材
に
「
で
き
る
だ
け
広
く
み
ん

な
で
議
論
し
た
方
が
い
い
、
な

ど
言
い
た
い
こ
と
は
全
部
言
っ

て
、
ボ
ール
は
もう
投
げ
て
い

る
。

受
け
取
っ
て
行
動
す
る
の

は
国
」
と
強
調。

「
答
え
を
正

式
に
い
た
だ
い
て
か
ら
、
ど
う

い
う
協
力
を
で
き
る
か
考
え
た

い
」
と
話
し
た。
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サケ流し網漁ロ禁止

住宅扶助減額で混乱

’ 「らしさ」が復活8強

伝瓦3 親子で学ぶう

司茅オムライス日本一

きょうの，懸
案
ア
l

チ

そ
の
ま
ま
に

新
国
立
競
技
場
の
総
工
費
は

当
初
、千
三
百
億
円
の
見
込
み

だ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
二O

一

二
年
十
一
月の
国
際
コ
ン
ペ
で

英
国
在
住
の
建
築
家
ザ
ハ
・
ハ

デ
ィ
ド
氏
の
作
品
に
決
ま
っ
た

が
、

J
S
C

の
試
算
で
三
千
億

円
に
な
る
こ
と
が
判
明。
昨
年

五
月
の
基
本
設
計
時
に
は
規
模

が
縮
小さ
れ
、
千
六
百
二
十
五

億
円
と
さ
れ
た。
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だ
が
ゼ
ネ
コ
ン
側
は
今
年
三

－
一
月
、
三
千
億
円
超
の
見
積
も
り

一
を
提
示
。
ア
ー
チ
構
造
が
コ
ス

一
ド
を
押
し
上
げ
た
。

文
科
省
は
、

一
開
閉
式
屋
根
の
設
置
を
五
輪
後

一
に
先
送
り
し
、
八
万
席
の
観
客

一
席
の
一
部
を
五
輪
時
は
仮
設
に

一
す
る
よ
う
計
画
を
変
更
し
た

。

建
築
家
の
横
文
彦
氏
は
ア
ー

チ
が
ヨ
ス
ト
増
大
の
原
因
だ
と

し
て
、
見
直
し
を
訴
え
た
。

政

府
関
係
者
に
よ
る
と
、
見
直
す

と
一
九
年
三
月
の
完
成
予
定
に

間
に
合
わ
な
い
恐
れ
が
あ
り
、

ア
l

チ
の
維
持
を
決
め
た
。

3年9億円
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P

）
交
渉
会
合
に

参
加
し
た
国
家
公
務
員
の
海
外
出
張
旅
費
が
、
二

O
一
三
年
三
月
か
ら
一
五
年
二
月
末
ま
で
の
二
年

間
で
、
少
な
く
と
も
九
億
二
百
万
円
に
の
ぼ
る
こ

と
が
分
か
っ
た。
N
P
O

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料

セ
ン
タ
ー
（P
A
R
C
）
」
（
東
京
都
千
代
田
区
）

伊
、
本
紙
M
V咋
｝
宇
之
実
施
し
吃
方
宝
を
一
げλ、
受


